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’ 本研究は，二養護施設の直接処遇職員の専門性を鴫らか

にするごどどあわせて，現任教育プ自グラムを作成ヂ実

施し“ 具体的な研修内容を検討しづづ，き現任教育のジズ

テム化を図ることをめざしている。　　　　　 』・’緯

・現在〆社会福祉施設職員め現任教育は，」地方自治体の

社会福祉餅修所が中心となり，多様な研修を行らている。c」

各研修所はそれなりめ工夫をしぞはいるがレ施設め種類

と職種が多岐にわたるため，研修コースめ数は多いがダ

専門職としての系統だらた内容を組むごとがむずかしぐ1

その内容もバラバラ』な状況でみるごどは，尼本紀要で前回

報告したとおりである6福祉、⇒ザズが高まるなカ～で奔大

学や職員養成所での福祉教育のあ・り方と亡：も に1・・総合的1

計画にもとづいた施設職員の現任教育の実施は，吐緊急な

課題でありシ関係者が協ガしてとiり組んでいがなければ

ならない必要性は大きいポ、へわれわれも1現任教育のジズ

デ云化を考えなが らジ ぞの位置づけのなかで養護施設の

直接処遇職員の研修方法，・内容に関して検討を加えでぎ

で“る」 今回ほ弘昨傘に引iぎ続き実施した研修内容虻焦・

点をしぼりデ中間報告の1その2 と・したい」塚1・1 …

　　「㌔F 、㌧』　臼『
￥．

r』　　　　　　　　ン　’ずノ　 テ

「 ’』El 「養護施設処遇職員研修」の一方法
、ヒ 1　，西 中級職員を対象としだ体験学習・“

　1．研修の目的　　　　　　　　　　　　’墨

萎社会経済の変化は，． 家庭友び地域における児童の養育

機能に影響 し｝ 養護‘一≒ズはますます多様化 しぞきてい・

る。養護施設入所児童の背景は複雑で，問題行動をもづ’

児童が増加しジ施設職員の資質と専門性の向上が改めて

問われている。［・特に保母や児童指導員など直接処遇職員＝

は1成良発達の途上にある児童に接し，児童の将来を方

　　　　　　　　　匹＼　　　ン・ 一■ 　』 　

向づけ，、決定する重要な鍵どなる存在であ・り， ・常に自芭

をきびし一く1間うていぐ必要があ6ボとチの研修ほ，』参加者

が床験学習を通して処遇職寅どしてみ自己評価み機会を

得レ1麗遇の向上を齢ごξを自的どす観髪・・ぬ」乙 一1糧

、．1ガ鋤酎象甥昂、 ・脚露二☆
』1

☆1∴ハ審：li丈

’1新任職員がら施設長裏で詑歩べ亡の職員が適切な時期

に，それぞれの状況燃じ＝醸修授膨れ6ごど轡
要である。1即ち1㌃現在研修め体系牝が求められ畜わけで

あるが，き まず手始めに15【β蔽処遇職負め研修ど渉観・・φ

緩を対象とする理由ば，∫当』竣的紙ぢ経験3』心4年以王δ

職員が処遇の中核どなめ，ぐそめヵ量が施設め養護実蔑δ

質を左右することが多いと思われるこどど，殴現在行勝れ

ている様々尽中級クラスの研修の内容が十分に検討登脇・r

職員面修銑批必ずし赫えて幡とほか筋な晦．
らである6りネレ、・・’ ：・ 『　　　　　　　　　　　　　是忍；・～

前回嚇修参加都経験5年殿9保酬1卑聾験
としたが，今回は施設の現状から考え1弓．3年以＃の者1と1

した。　　　　　　　　　 　　　　1／ 誌（も岩一iくト1

参袈講瓠轡は久の糟であ％ヒ

　　職種；児醐導學6 ，、塚母9、、
、37、！効〕1、｝・（廻1

　　経験轍ぺ3，型5年8・6一輝％19騨上4 i
　 年齢．：2q代3・、、30代4・r4Q以上2・不明1

欝鷲矧1灘辮毒、1亨幣i
　　施設所在地1東京6，埼琿1誘、キ藁∀茨城各2，静：
　　　　　　　　　　　　ちセヤ　　　　
　　　　　　　岡・長野各1

　3．研修方法
研修の主筋灘前回と同郷体騨習仲δ鵠

たものとする。　　　　　　　、　　『一　　毒％ε…二

われわれは・ 昭和55年から懸施設の処澱員蟹嬰r
性をめぐって調査研究をしてきた。 処遇技術とは何痢》ヂ

必要な知識は何か，それを使いこなす職員の人間性や資
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’質との関連はどうかなど，まだ検討中であるが，その過

程のなかで処遇職員にとって最も重要なことは，どのよ

うな状況の児童とも人間関係を創出できること， 職員集

団の一員として養護目的に向って他の職員と協働でき能

力を養うことである，ということを確認している。人間

関係をつくる一番の土台として自己理解，自己洞察力を

高め，自分の言動の背景にあるものをふり返り，考えて

いく姿勢，そして相手を理解し尊重ナる態度が処遇職員

には不可欠の要索の一つである。

　体験学習の方法は，研修参加者が今，ここで同じ体験

をして（Do），それを自分自身で，あるいはグループでふ

り返り，何がどういうふうに起り，展開したのかを見つ

め（LOQk），その原因を考え』分析し（Think），この体

験で得たものを一般化する，というDoゆLookゆThink

の｝連の段階を，様々な素材を用いて主体的に，自ら参

加行動して体験的に納得して学ぶ方法である。これは，

先に述べた処遇職員に最も必要な人間関係を創り出す能

力や態度を養うために，すぐれた方法である。前回の研

修参加者への研修直後及び6カ月後のアンケート調査で

も，「議義中心の研修が多い中で，実際に体験し，それを

あらゆる方向から考えようとする研修方法は，学ぶこと

が多く，自分だけではなく職員全員が参加し，体験でき

る機会が必要だと思う」という意見が寄せられている。

　4． ブログラム

時間 工　日　目 2　日 目

9：30

0：00

0130

2：00

3：00

4：30

5：00

7：0Q、

8＝00

0100

（受付）

〔理解の基本とは〕

役割転換を通して一

〔オリエンテーション〕

修のねらい

一体験学習の意味一

昼　　　食 昼　　　食
嘩人コミ晶ヲーション〕一阻害要因・

　　　促進要因一

〔講義・協議〕

とめ

自己訓練の必要性一

休　　　憩 レポー　ト

〔集回の中における
　　　　私の存在〕一自己評価を

　　　めぐって一

休憩・レポート

夕食・懇談

第20集

　昭和59年1月27日・28日の2日間，母子愛育会総合母

子保健センターの研修室で，上記のプログラムで行った。

　前回は参加者，スタッフともに全員宿泊制をとったが，

今回は設備の関係から宿泊はできず，通いとした。

　　2日という日程に対してプログラムがやや多すぎ，フ

　ィードバックする時間が不十分であったことや，プログ

　ラム間のつながりの意図がくみとりにくかったこと，体

験学習を現実の施設処遇の課題に性急に結びつけようと

　しすぎたことなど，前回の反省をもとに，プログラムの

組み方と流れを検討した。

　　5，研修内容と展開方法

　（1｝オリエンテーションー体験学習の意味一

　オリエンテーションでは，現任教育の意義と，今回の

体験学習の意味を説明する。参加の姿勢の重要性と，集

団のなかで同じ体験をし，それをふり返り，考えること

を通して，自己の思考傾向，行動の特徴，他者との違い

などに気づき，態度の変容のきっかけをつかむことのね

らいを理解できるように，まずr価値の序列」を素材に

用いる。

　①参加者を5人ずつの3グループに分け，次の項目

のなかで串分が一番大事だと思うものから順位を決定す

る。（項目「健康」「楽しみ」「富」「奉仕j「自己実現j

「名声」「正義」）

　②　全員が個人の決定をした後，今度はグループとし

てできるだけ意志の統一をはかり，桀団決定をする。

　③　この過程で自分及びグループに何が起ったか感じ，

何に気づいたかを話し合い，その気づきの背景にあるも

のを分析，考察する。

　、次に同じ方法で，項目を変え（「制度」「建物」「設備」

「規則」「やる気」「財源」「理念」「人」〉，自分が施設長

であったとしてどういう順位をつけるか，グループの決

定はどうかを行いゴフィードバックし，さらに第1回目

と2回目の帽違をさぐり，発想の起点，桀団決定をする

時に必要な要因は何かなどに気づくようにする。

　②　対人コミュニケーションー阻害要因，促進要因一

　「価値の序列」でそれぞれの価値観，考え方，言葉の

イメージ，意味のとらえ方の相違を実感したあと，対人

コミュニケーションの学習を行う。素材としては，「図形

伝達」を用いる。

　①図1のような図形を描いた紙を1枚用意し，r送

り手」を1人選び，他の者は「受け手」となり紙と鉛筆

を用意する。

　②　送り手は，1回目は一方通行で図形の伝達を行う。

送り手は受け手に背を向けて立つか，衝立の陰に立ち，

受け手ができるだけ正確に図形を描けるように言葉だけ
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吉沢他：直接処遇職員の現任教育プログラム作成に関する研究（その2）

＼

図1　「図形伝達上

でア方的iζ惜報を送る。受け手は送り手の表情も見えずレ

質問をすることもでき頓、・なかで，ド送られた言葉だけで

図形を描く、。
』

・　
ン 』r，ト

，

③　送り手が伝達を終了した時点で，．・受け手1；対レて

図形が正確∫ζ描けたか推定をさせ舜正答を示す。

④　次に，』両面通行に1よる伝運を行うb 図形は前のも・

のホり多少複雑にし，送り、手妹受け手と対面 しγ質問が

あれば答えながら図形を伝える。

〉⑤・受け手に， 2回目はどの位正確塔描けたかを推定

すせ，正答を示す。

　⑥　一方通行と両面通行のち炉㌢・，言葉と聾度，表情

の関連，・日常隼活におけうコミ等ニケーショ ヒ，犀章処

遇，職員会議の場などであコ ミュニケーションゑ尋り返

りながら話し合い皆するρ

　この図形伝達を通して参加者が実感したこととしてあ

げた主な点は，次のとおりである。

・紡断で幽戦苓ξでも正隙伝わらないすとを、
　痛感じたる子どもに対して一方的に話しがちであった

　が，子どもの言い分を聞く態度を身にっけたい。

・欄嘩り手が確信をも』って伝え碑合雌解しやす

　いo
　。言葉のニュアンスで受け取り方に大きな差が生じてし

　まう？相互確認が必要であるる簡単な図形でさえ伝章

　がむずかしいのだから，もっと抽象的で複雑な内容を

　伝える場合，言葉をはっきりさせていくことがいかに大

　切かを感じ零。

　・言葉はコミュニケrションの一部分でしかなく・その’』

　土台に感情や情緒が大きな要因とな？．て疑る。誉 〆、

¢自分勝手な思い込桑が強い時は，情報を正しく受けら

　れなかったり， 他人の質問や意見に惑わされると混乱

　をすること．があう。

　131集団の中における私の存在一 自己評価をめぐっ

　　て．、r　　 ・㌧ ・　一 ・』
戸 ：障 ”＼ ＼♪達

　コミ亭モケrシヲ￥の学習の流れを受け，♪次のブロ．グ

ラ’ムは， 築団と個の関係，二集団の中の 自分の存在を見つ

めて自己評価を試みるものである。 r、 び
11

　まず，・素材と1しては∫ママ 規レァション・ゲー4↓、を

用いる。　、
～， こ㍉㌧ 巴　一』 ∵「 ＼　　、の 』i・亨F〔：

　①参加者牽5人ずっの・3グル7プに分けるq 図21の

よう、に正方形を切っ た型紙をびラバラにして組み合せ1ゴ

1人分ずつ封筒に入れたものを用意するゲ1・ビ・，さ

・② ゲー春Φすすめ方ξ約束事項を説明する。二（ゲrム’

中は一切話し合ってはい嫁ないこ・ど，他人の持っている

型紙をとっ、垣リジ、ほしがる素振りをしてはいけな娘こむ

自分から相手方が必要とする型績を渡すことはできる⇒象

他人から渡され拠型紙は自分に不要であづても拒否でき

ないこと，獄ど〉
r∵…r

・》

1｝・、1・、1 　、1・・r 　・｝ r　r 　、

r囹△図諮圏『

』』『1團』1－1、』◇』

』∫歯を1イ惑馳影1ψ瞥』、鰍型』藁亙、

③「始め」の合図で，一人ひとりが同じ大きさの正

方形をつくる作業を始め，グループ全員が出来上ったら

終りとなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐド　　ぐ
④ 全グループ終了後， 作業状態をフィードベッグじ，．

気づい菱こと， 感じたごとを諾し合う』さ1ら にぐの体験

から学んだことが，日常の仕事の尽かで偉ど匝で南るか

について考える。

コーポヒーションヴームを戦て卸静体験的に

感じとった主なこと臥次のと碑で麹、r， 』）11 』1亭

。夢中になるとついルール違反をしてしまφ可綿性が目

　分にも多分にある。　　　　 ＼1
　，「）、、 際 贋

。一つの形にこだわらず，発想の転換が大列であるp…、

O自分が早く正方形を作ることがでぎて安心をし，ぐ弛φ

　入のことを考えなかったカ㍉自分ギけではなく全体萱

　見て盗力をしなければ一つの目的が達成できないこど

一351一



日本総合愛育研究所紀要

　がよく わかった。

O自分で気づかないことを，他の人が気づかせてくれる

　ということの意味が，・わかったような気がする。

O全体を見てリードする人の必要性を感じた。

O皆が正方形を作り上げた時の喜こびは大きい。

Oこんな簡単なゲームによって，自分をもう一度見つめ

　なおそうという気持になったことに驚ろいている。

　自分の日常の態度をふり返り，再出発したいと思う。

　㈲　理解の基本とは一役割転換を通してr－

　2日目のプログラムは，戯曲の一部を演じることによ

り，総合的に「理解すること」の基本を学ぶ。

　使用した戯曲は，ミーガン・テリー作，小田島雄志訳，

『出会いのトランポリン』の簡易食掌の朝食場面である己

登場人物は男女2人で，交される会話は朝食のオーダー

とそれに対する応答だけで，ほとんど一語文である（例

えば， 男「オレンジ・ジュース』女「はい」，「 「トース

ト〕女 r「はい」男「2枚』女「はい」）。男女2人の役は，

客とウエイ トレス，奴隷と主人，というようにf台詞は

同じであるが役割が転換する5つの場面がある。・

　①台本を各自に渡し，読んで各場面の解釈，イメー

ジづくりをする。

　② 亀グループに分かれ，各自のイメrジを出し合い，

グル7プとしての共通の解釈を得るよう話し合う。

　③　ペアになって実演をし，役割を交代しながら何回

も演じることによって役になりきるようにする。

④グループごと瞑演後の感想を話吟し、f組の

ペアを代灘齢全員の前鎚1じる・
　⑤　全体での話し合いとイゼストラクターのまζめ（周

じ言葉々§・しゃべる調子や間のとり方によって，違う意味，

雰囲気を持つこと，同じ言葉も役割や表情によって全く

違った感情を相手に与えること，書かれた台詞と話され

る台詞の違い，な・ど）

第20集

　⑥　講議と協議一 まとめ・自己訓練の必要性一

　研修のまとめとして，もう一度Do→Look→Think

を日常の仕寧のなかで絶えず繰り返すことの必要性，そ

してそこから自己確知をしていく訓練が，柔軟性のある

考え方や態度の変容につ苓がることを確認する。体験学

習の最後の素材として「Blind　walkJを用いる。

　6．研修参加者の意見と評価

　研修終了後，アンケート調査により今回の研修につい

ての感想と意見を聞いた結果は次のとおりである。

　まず，プログラム内容の理解度は表1に見るように，

どのプログラムも「よく理解できた」「だいたい理解でき

た」とするものが合せて87％であり，前回（66％）に比

べて理解度が高くなっている。プログラムの流れ（素材

の選択）と時間配分， 展開方法を改善したことが効果的

であったこと，参加者の人数が適当であったこと，参加

意欲の向上などがその原因と考えられる。

　次に，研修全体を通して学んだ点や影響を受けたこと

については，表2に示すように，「自分を見つめること」

「人間関係の重要性の認識」「チームウークの必要性の認

識」に関して学ぶ面が大きかったことがうかがわれる。

特に，「自分を見つめること」については，「混乱した」

と答えた者が3人あるものの，「変らない」㌧というのは皆

無である。何らかのかたちで参加者を刺激し，ゆさぷり”

をかけ，自己確知のぎっかけを提供できたこどは，評価

してよいであろう。参加者の意見の主なもめをあげてみ

よう。

O聞くだけでなく，自分の考えを伝え，共に考えていく

　プロセスのなかで，自分を少しずつ出していけたごと

　に喜びを感じる。（指導員，経験3年）

O職場における自分の考え方や態度の見熟さ を実感した

　だけではなく，それを素直に認識し，今後改善してい

　こうという気持になった。（保母，経験4年）

表1、プログラム内容の理解度

プログラム 　　　　　　理解度
よく理解できた

だいたい
解できた

どちらでもない

あまり理解
きなかった

全く理解できなかった

研　修　の ね　ら』『1い
一　体験学習の意味　一

7 6 1 0 0
対人コミ 、ユニケーション．、
一　図　形　伝　達　一

4 8 2 0 0
集団の中における私の存在一ユーポレーション隻

ゲームー
6 7 0 0 0

理　解　の　基　本　と　は　一出会いの．トランポリンー 2 7 3 2 0
講　．』義’ 1

ーと、 　め　　一
5 8 1 0』 0

計き 　24
34β％）

　36
52，2％）

　7
10．1％）

　2
2．9彩）

　0
　0％）
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　　　／ ■＝ 著しく訴

上した

蜘向王ギ
た

変らない 混乱しだ

瞬蜘砕
、　　　　

　　㍗　　1

斗’

F∵ト！ 1｝・1

＝

：「・4写 o　r ”ぎ

仕事に対す徳欲 1 6二 阜．　■

　7， 汽（1¢『

職業上の倫理観 0 3 11 0

チームワ認Φ愛要性の認識

　51一 5 、： 3紬『’激ド

人間関係ゐ重要性の認識　　　　グ㍗ 4 71∫／

■　　2
1・」

、』ζ
計』 　14

20，0％）

　28ドr
40．0％）

11 3』

32，9％〉
　』57

〆　　

　　　　　　　吉沢他：直接処遇職員の現任教育プロ、グラ ム作成に関ずる研究（その2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρで諏や外飾鳩訪纏ダ≦鱒県ρ懸20
表2　研修の成畢p影響 　　　　 　． 　　　　　年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・r臆くだき1をし承紐と ≧・1ゆごと観蝉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、 』φ生活壁勅蜻酵警新鯵騨を取り戻すこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξとな甑・悪義蚕あった6」仲間や子どもたぢに「わか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、』：喜鰍、灘員1灘欝！謄、？塑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く研修方法＞．、‘、．逆豊ll工1』』』．、t一一，L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、等．陸粥磁鱗鰍、囎卿多鵬こ酔ま：⑳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、受恥研鶴芦翻礎鍵舞セ｝うこ拶碓で聯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・㌃ト深く，・rっ唄づ牟頭だけではな1ぐヂ身体芦》心を通して理、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 解できたということを指摘して“る‘ま牟，21日間でに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1短かすぎること・ 是非・宿泊研修にしてほ しい と！’う意

i＿き、悉　　　ひ㌃！㌧一一克あミほとんどで奔つた・　　i
l・：酵鱒麹と藤はできない・自己中心的であっ1　　 　　・…　た私ゐ疹，・・冷テ挙脱皮して確認しあえる・わかりあえ　　血　現任教育のシステム化にむけて 　と、

1一

るゆ と．りをもち， 職場の．リ．rダ畠と・しての努力を積み＿一・ 戸一一一一一・一・・一 一…一一一一一 ・一r一［・P…一 一・…r

重惹ていか脚鰯ないと・つくづく感じてレ’るll』』こは隊述ぺた紳醜鰯蝉教育を総今師

（悶経験岬　、、，、・＾、 ，．1酵蜘全麟瞭愛雑脅陣岬熱
。どぢちかというと白信にあふ礼自分の措導論をふりトー』汽今後の課題め一つである♂ジズデム化に必要な睾因につ

　かざす傾向にあ る私だ魁今まで正しいと思っていた．』 爵ては，．本紀要第1g集にそのあらましをあげて南る。・来1

言動が，周囲をかきまわしていたのではなゆとン確娩度はそれ韻体晦検討瞭購福櫛設酵その関、．

髪篇虻繍讐になつている哩肇嘩騨縢糠麗でも実行可魍1嘩

o自分と対峙することが施設養護にたずさわる私に≧っ 漢表3は・現在検討中爾攣護施講班遇職耳の現母教育シ…

ては最樋要なことだという羅をもっていたの甑寿ゆ鰐であるぎ 齢‡鉢参るも噂本人が専1
　今日の研修でその具体的な糸ロを見出すことができた。這と、門職蕉レズの自単を持ちザ絶えず，1自らすすんで行う自、

　（指導員，経験16年）　　　　　　　　　　…　　　』　　己研修である◎職場内研修はゼ日常の養護実践硲参かで較

研修6カ月後に，研修に参加したことに幽ズ児鯵降自舜鞍御誌じ鰍拠砺新み職即烈
遇やその他の面で鰐かの変化や影響があったがど猟・ ユンデ塑ンからベテラジ職員の獺麟 曝が計
現時点で研修の寿塗や内容に関して意見があるが挙うゑ・』、再倒モ箋塵ずるも㊧尊妻レるgぐ惹夢購場内誹修と併貨して

などの麟賄凝． その結果の主なもの‘ち⑫瞳、、…纈卿磯蝉糊みこまれて燭こと熔る・醐
りである。　　　　　 　　　　　　　 　　　　　外研修の三（一般研修斗は，新任から上級まで一貫して 1
＜変化や影響＞　　　　　　　　　　　　　　1』㌦1…プロ、グテム化し〆経験年数に応じて処遇職章鉾齊謬験階i

。これ緬他人を齢の考えに向けようとしてい燃をおって研修を動る糖もめと考えている・肋畢1

他の考えに歩みよってみようという購をゆことが研修は，各獺の役割鴻戯その他剛φ状灘麟i
　できるようになった。（保母，経験3年〉　　　　　　　施設の全体的研修計画の位置づ甘のなかで様々な研究会

。児童とゆ的を持って接し』一方筋の対応に蛎なや甑施観学や囎などを受ける・いわば1の必修

　いように心がけでい。る dl（保母，・経験4年） 、㌔
一』1鎗，　に対して選択的な研修廼あるよ上級職員の場合は，γ必要

oコミュニケーションの大切さを学び，子どもの話を以　　に応じて3・力二月から1・年位の集中研修詫あるいは1・～2k

　前よりもじっくりと聞き1それについて共に考えるよ　年間・週1～2回の継続研修なども組み入れることを考

　うに努力している。また，施設内での放送をやめ，実　　える時期にきているでおみう・ぎ三 き＼

　際に顔を見て伝えるようにした。（保母，経験4年）　　　ジ昨年から実施している「養護施設処渾職員研修会Jlは

O自分の担当だけではなく，園全体の事を考えるように　　この枠組の職場外研修1の中級に倖置づけで吟るデ今年

　なった。他の職員から，話しを最後まで聞いてくれる　度の成果をいかし，．さらに方法』・内容ともに充実許拡大
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　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要

衷3　養護施設処遇職員の現任教育システム（枠組案）

第20集

研修種別 程 度 主なねらい 方 法 主な内容（例） 実施・協力機関 条件・その他

新

1～2年 。職員としての自覚

チームワークのあ

方

・識義

協議

実技

・施設職員としての
割。受容とは

・社会福祉研修所

社会福祉協議会

施設

。基礎教育との連携

大学，職員養成所）

任 未 O児童理解 。処遇記録のとり方1 満 。養護の基礎技術

職 ｝
中

3
～

・自己確知，自己洞察

処遇技術（専門性）

向上

O体験学習
講義

セミナー

。各種素材の組合せ

よる体験学習プ

グラム

O社会福祉研修所

大学

研究所

O研修予算
研修スタッフの養

場 5 。課題別研究 。高年齢児童の処遇 O民間団体 。研修会場，設備

年 。非行児童の指導 o施設 。教材，素材の研究

外

般

級
未満 ・ケース研究の方法 開発

研修評価のあり方

。関連機関との連携

研
研

O連絡調整機関

5 。児童観，福祉理念 O体験学習 。各種の体験学習プ
修 年 。自己確知，自己洞察 oセミナー ログラム

修

上 以上 。処遇計画，評価 。協議 。養護計画の策定と

践

同　　　上 同　　　上

（
派 。施設運営，管理 o講義 。施設と地域福祉

遣 級 主
Oスーバービジョン Oセミナー、。職員会議のもち方

研 任 o協議 oスーパービジョ ン

修
の方法

） 新 。視野を広げる 。施設見学H
任 O仲間づくり ・各種研究会， 大会参加

個 中 。新しい知識を得る O施設，関連機関の見学及び実習
別研 級 。意欲の向上 。各種研究会， 講座，大会参加

修
上級 。専門知識，技術の

上

。関連施設，

海外施設，

機関での研修

関，大学での研修
。代替職員

職場内研修
。オリエンテーション， 職員会議， ケース研究会
Oスーパービジョン

1自己研修

し，その積み重ねのなかから処遇職員の現任研修のモデ　　日本レクリェーション協会，1976年

ルプログラムを作成していくことを考えている。
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プレスタイム，1976，1977年

。GWT研究会編　「グループワーク・トレーニング」
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Study on Making out In-service Training Program 

for Directive Child Care Personnel (Part H) 

- n case of Children's Home -
~iko YOSHIZAWA, Keiko TAKIGUCHI, 

Tadashi KONDO, Yasuko HASHIMOTO, 
Kazuo FUKUSHIMA, Yasuhiro KAWANISHI, 

Osamu OYAMA 

[ 

[ 

As~;ocial or domestic backgrounds of intaken children at home h~ts nowadays been getting more 

complicated, a number of children suffer from difficult situations. So, it becomes more desirable for 

directive ehild care personnel to impreve his or her expertise because of its importance as well as 

urgency. In order to achieve this aim, we eught to establish a regular, orderly training system for 

directive ehild care personnel, besides reviewing the ideal way and methods of basic education they 

had at college or a training school for personnel 

Therefore, since 1980, we have been making efforts to clarify the speciality of directive child eare 

person nel working in children*s home. In faet, we orientated a training program for ourselves last 

year. Also we had a workshop for actual personnel of children's home, examining carefully its ways 

or substance. We have been aiming at building up a methodical, not casual, training system for the 

personnel through these constant efforts. 

In this $es$ion we adopted learning-through-experience as a central method for the personnel who 

have been wcrking in children's home for more than three years. At the second workshop, we focused 

our attentions on the substance and the way of deyeloping "The Workshop for Directive Child Care 

Personnel". Hereat, we give its description as Part H of the interim report. 

1. The purpose of workshop 

2. Whd participates ? 

3. What are the methods ? 

4. Programming 
5. Substance of training & how to develep it 

6. Opinions & evalu'ation by the participants 

- 55 -


